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古
典
教
室
第
９
回
（
11
月
１
日
）
―
―
予
習
用
資
料
と
補
助
テ
キ
ス
ト 

『
空
想
か
ら
科
学
へ
』（
４
） 

  

こ
の
部
分
（
第
三
章
後
半
、
段
落
二
二
～
二
七
）
は
、
未
来
社
会
（
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
）

へ
の
移
行
過
程
と
そ
の
社
会
の
特
徴
づ
け
、
こ
の
発
展
段
階
の
人
類
史
的
な
意
義
な
ど
の
解
説
に
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

講
義
は
、
前
半
で
ま
ず
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
叙
述
に
そ
っ
て
解
説
し
ま
す
。
続
い
て
後
半
で
、
そ
の
中
の

い
く
つ
か
の
主
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
他
の
文
献
を
テ
キ
ス
ト
に
、
よ
り
立

ち
入
っ
た
解
明
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
読
む
文
献
は
、
こ
の
資
料
の
２
ペ
ー
ジ
以
後
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
で
、
予
習
は
前
提
に
し
ま
せ
ん
。 

 
 第

三
章
後
半
（
未
来
社
会
論
） 

 

２
２
．
資
本
主
義
社
会
の
経
済
的
衝
突
の
解
決
は
、
社
会
が
社
会
的
な
生
産
力
を
公
然
と
掌
握
す
る
こ
と 

 
 

以
外
に
な
い
。
生
産
手
段
の
社
会
化
。（
８
４
） 

２
３
．
生
産
手
段
の
社
会
化
に
よ
っ
て
、
人
間
社
会
に
ど
ん
な
変
化
が
起
る
か
。（
８
４
～
８
６
） 

２
４
．
ど
う
や
っ
て
社
会
化
を
実
現
す
る
か
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
国
家
権
力
を
掌
握
し
て
、
生
産
手 

 

 
 

段
を
国
有
化
す
る
こ
と
が
そ
の
第
一
歩
に
な
る
。
国
家
は
階
級
の
消
滅
と
と
も
に
、
や
が
て
死
滅
し 

 
 

て
ゆ
く
。（
８
６
～
８
８
） 

 

２
５
．
生
産
手
段
の
社
会
化
と
階
級
の
廃
止
が
実
現
さ
れ
る
基
礎
に
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
済
的
諸 

 
 

条
件
を
獲
得
し
た
人
類
社
会
の
発
展
段
階
が
あ
る
。
過
去
の
階
級
社
会
の
持
つ
歴
史
的
意
義
も
考
察
。 

 

（
８
８
～
８
９
） 

 

２
６
．
新
し
い
社
会
へ
の
変
革
の
必
然
性
（
経
済
的
条
件
の
成
熟
が
大
前
提
だ
が
、
労
働
者
階
級
と
人
民 

 
 

の
側
の
主
体
的
条
件
の
発
展
を
通
じ
て
こ
そ
実
現
す
る
）。
新
し
い
社
会
で
は
じ
め
て
、
労
働
者
階
級 

 
 

は
、
生
活
の
物
質
的
保
障
と
と
も
に
、「
肉
体
的
、
精
神
的
素
質
の
完
全
で
自
由
な
育
成
と
活
動
を
保 

 
 

障
す
る
」
生
活
条
件
を
自
分
の
も
の
に
す
る
。（
８
９
～
９
１
） 

２
７
．
人
間
社
会
の
飛
躍
的
発
展
の
展
望
。
社
会
的
、
自
然
的
な
諸
条
件
を
ふ
く
め
、「
い
ま
ま
で
人
間
を 

 
 

支
配
し
て
き
た
、
人
間
を
と
り
ま
く
生
活
条
件
の
全
範
囲
が
、
い
ま
や
人
間
の
支
配
と
統
御
の
も
と 

 
 

に
は
い
る
」。 

 
 

必
然
の
国
か
ら
自
由
の
国
へ
の
飛
躍
。（
９
１
～
９
２
） 
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［
資
料
］
未
来
社
会
論
―
―
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
そ
の
他
の
文
献
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
の
文
章
は
古
典
選
書
お
よ
び
新
日
本
新
書
版
『
資
本
論
』
か
ら
と
っ
て
い 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
す
が
、
訳
文
を
変
更
し
た
箇
所
が
若
干
あ
り
ま
す
。 

 

Ａ
．
生
産
手
段
の
社
会
化
に
つ
い
て 

 

☆
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』（
一
八
四
八
年
） 

 
 
 
 

 

［
文
献
解
説
］『
共
産
党
宣
言
』
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
最
初
に
執
筆
し
た
綱
領
的 

 
 
 
 
 
 

な
文
書
で
、
そ
こ
で
は
、
未
来
社
会
が
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
共
産
主
義
者
の
当
面
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
他
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
諸
党
の
目
的
と
同
一
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
へ
の
形
成
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
支
配
の
転
覆
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
に
よ
る
政
治
的
権
力
の
獲
得
で
あ
る
」（
古
典
選
書
『
共
産
党
宣
言
・
共
産
主
義
の
諸
原
理
』
七
二
ペ
ー

ジ
）。 

「
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
労
働
者
革
命
に
お
け
る
第
一
歩
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

を
支
配
階
級
に
高
め
る
こ
と
、
民
主
主
義
を
た
た
か
い
と
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
す
べ
て
の
資
本
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
奪
い
取
り
、
す
べ
て

の
生
産
用
具
を
国
家
の
手
に
、
す
な
わ
ち
支
配
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
集

中
し
て
、
大
量
の
生
産
諸
力
を
で
き
る
だ
け
急
速
に
増
大
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
政
治
的
支
配
を
利
用

す
る
で
あ
ろ
う
」（
同
前
八
四
ペ
ー
ジ
）。 

「
発
展
の
過
程
で
、
階
級
の
差
異
が
消
滅
し
て
、
す
べ
て
の
生
産
が
連
合
し
た
諸
個
人
の
手
に
集
積
さ
れ

る
と
、
公
的
権
力
（
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
）
は
政
治
的
性
格
を
失
う
。
本
来
の
意
味
で
の
政
治
的
権
力
（
ゲ
ヴ
ァ

ル
ト
）
は
、
一
つ
の
階
級
が
他
の
階
級
を
抑
圧
す
る
た
め
の
組
織
さ
れ
た
強
力
（
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
）
で
あ
る
。 

 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
必
然
的
に
み
ず
か
ら
を
階
級

に
結
合
し
、
革
命
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
支
配
階
級
と
し
、
そ
し
て
支
配
階
級
と
し
て
強
力
的
に
（
ゲ
ヴ

ァ
ル
ト
ザ
ー
ム
）
古
い
生
産
諸
関
係
を
廃
止
す
る
と
き
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
こ
の
生
産
諸
関

係
と
と
も
に
、
階
級
対
立
の
、
諸
階
級
そ
の
も
の
の
存
在
諸
条
件
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
階
級
と
し
て
の

そ
れ
自
身
の
支
配
を
廃
止
す
る
。 

 

階
級
お
よ
び
階
級
対
立
を
も
つ
古
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
社
会
の
代
わ
り
に
、
各
人
の
自
由
な
発
展
が
、
万

人
の
自
由
な
発
展
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
連
合
体
（
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
）
が
現
わ
れ
る
」（
同
前
八

六
ペ
ー
ジ
）。 

 

☆
マ
ル
ク
ス
「
土
地
の
国
有
化
に
つ
い
て
」
（
一
八
七
二
年
） 

 
 
 
 
 

［
文
献
解
説
］
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
活
動
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
が
書
い
た
文
章 

 
 
 
 
 
 

の
一
つ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
会
員
た
ち
の
な
か
に
、
土
地
を
農
業
労
働
者
の
協
同
組
合
に 
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引
き
渡
す
こ
と
を
社
会
主
義
の
目
標
に
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
マ 

 
 
 
 
 
 

ル
ク
ス
が
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
、
未
来
社
会
で
土
地
や
生
産
手
段
を
所
有
す
る
資
格
を 

 
 
 
 
 
 

も
つ
の
は
、
社
会
全
体
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
未
来
社
会 

 

 
 
 
 
 
 

に
お
け
る
「
生
産
手
段
の
社
会
化
」
の
目
標
が
、
か
な
り
具
体
的
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
私
は
反
対
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
土
地
は
全
国
民
だ
け
が
所
有
で
き
る
と
い
う
決
定
を
、
未
来
は
下
す

で
あ
ろ
う
、
と
。
協
同
組
合
に
結
合
し
た
農
業
労
働
者
の
手
に
土
地
を
渡
す
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
者
の

う
ち
の
た
だ
一
つ
の
階
級
だ
け
に
全
社
会
を
引
き
渡
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
国
有

化
は
、
労
資
の
関
係
に
完
全
な
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
し
、
結
局
は
、
工
業
で
あ
ろ
う
と
農
業
で

あ
ろ
う
と
、
資
本
主
義
的
生
産
を
完
全
に
廃
止
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
階
級

差
異
と
特
権
と
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
経
済
的
土
台
と
い
っ
し
ょ
に
消
滅
し
、
社
会
は
一
つ
の
自
由
な

『
生
産
者
』
の
結
合
社
会
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
に
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
他
人
の
労
働
で
暮
ら
し
て
い

く
よ
う
な
こ
と
は
、
過
去
の
事
柄
と
な
る
で
あ
ろ
う
！ 
そ
こ
に
は
、
社
会
そ
の
も
の
と
区
別
さ
れ
た
政

府
も
国
家
も
、
も
は
や
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
！ 

 

農
業
、
鉱
業
、
製
造
業
、
一
言
で
い
え
ば
す
べ
て
の
生
産
部
門
は
、
し
だ
い
に
最
も
効
果
的
な
形
態
に

組
織
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
生
産
手
段
の
国
民
的
集
中
は
、
合
理
的
な
共
同
計
画
に
従
っ
て
自
覚
的
に

活
動
す
る
、
自
由
で
平
等
な
生
産
者
た
ち
の
諸
結
合
体
（
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
か
ら
な
る
一
社
会
の
自

然
的
な
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
一
九
世
紀
の
偉
大
な
経
済
的
運
動
が
め
ざ
し
て
い
る
目
標

で
あ
る
」（
古
典
選
書
『
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
二
二
〇
ペ
ー
ジ
）。 

 

☆
マ
ル
ク
ス
「
フ
ラ
ン
ス
労
働
党
綱
領
・
前
文
」
（
一
八
八
〇
年
） 

 
 
 
 
 

［
文
献
解
説
］
一
八
七
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
労
働
者
政
党
が
は
じ
め 

 
 
 
 
 
 

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
一
年
後
に
、
そ
の
党
の
指
導
部
か
ら
、
党
綱
領
の 

 
 
 
 
 
 

な
か
の
社
会
主
義
の
目
標
の
部
分
の
執
筆
方
を
頼
ま
れ
、
執
筆
し
た
の
が
こ
の
文
章
で
す
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

ま
だ
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
社
会
主
義
」 

 
 
 
 
 
 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
時
代
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

マ
ル
ク
ス
は
、
そ
う
い
う
条
件
の
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
た
ち
に
、「
生
産
手
段 

 
 
 
 
 
 

の
社
会
化
」
と
い
う
思
想
や
そ
れ
を
め
ざ
す
闘
争
の
基
本
点
を
ど
う
や
っ
て
広
め
る
か
に
、 

 
 
 
 
 
 

工
夫
を
こ
ら
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
党
幹
部
と
と
も
に
そ
の 

 
 
 
 
 
 

場
に
居
合
わ
せ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、「
説
得
的
な
、
数
語
で
大
衆
に
説
明
で
き
る
論
証
の
傑 

 
 
 
 
 
 

作
」
だ
と
絶
賛
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

「
生
産
階
級
の
解
放
は
、
性
や
人
種
の
差
別
な
し
に
、
す
べ
て
の
人
間
の
解
放
で
あ
る
こ
と
、 

 

生
産
者
は
生
産
手
段
を
所
有
す
る
場
合
に
は
じ
め
て
、
自
由
で
あ
り
う
る
こ
と
、 

 

生
産
手
段
が
生
産
者
に
所
属
す
る
こ
と
の
で
き
る
形
態
は
、
次
の
二
つ
し
か
な
い
こ
と
、 

 

一
、
個
人
的
形
態
―
―
こ
の
形
態
は
普
遍
的
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
た
工
業
の
進 
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歩
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
排
除
さ
れ
つ
つ
あ
る
、 

 

二
、
集
団
的
形
態
―
―
こ
の
形
態
の
物
質
的
お
よ
び
知
的
な
諸
要
素
は
、
資
本
主
義
社
会
そ
の
も
の
の 

 

発
展
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
れ
て
ゆ
く
、 

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
、
ま
た
、 

こ
の
よ
う
な
集
団
的
取
得
は
、
独
立
の
政
党
に
組
織
さ
れ
た
生
産
階
級
―
―
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
―
―
の
革
命
的
行
動
か
ら
の
み
、
も
っ
ぱ
ら
生
ま
れ
う
る
こ
と
、 

 

こ
の
よ
う
な
組
織
の
達
成
を
め
ざ
し
て
、
普
通
選
挙
権
を
も
ふ
く
め
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
由

に
な
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
通
選
挙
権
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
欺
瞞
の
用
具
で
は
な
く
な
っ
て
、
解
放
の
用
具
に
転
化
す
る
こ
と
、 

 

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、 

 

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
的
労
働
者
は
、
経
済
の
部
面
で
は
す
べ
て
の
生
産
手
段
を
集
団
に
返
還
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
努
力
す
る
一
方
、
組
織
化
お
よ
び
闘
争
の
手
段
と
し
て
、
次
の
最
小
限
綱
領
を
も
っ

て
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」（
古
典
選
書
『
多
数
者
革
命
』
一
〇
一
ペ
ー
ジ
）。 

 

Ｂ
．
過
渡
期
の
問
題 

 

☆
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
（
一
八
六
七
年
） 

 
 
 
 
 
 
 

［
文
献
解
説
］
第
一
の
文
章
は
、『
資
本
論
』
に
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
が
は
じ 

 
 
 
 
 
 
 

め
て
出
て
く
る
文
章
で
す
。
第
二
の
文
章
は
、
資
本
主
義
社
会
か
ら
そ
の
共
同
社
会
へ 

 
 
 
 
 
 
 

の
転
化
は
、
資
本
主
義
社
会
の
誕
生
の
時
よ
り
も
「
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
」
短
い
時 

 
 
 
 
 
 
 

間
で
済
む
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

「
最
後
に
、
目
先
を
変
え
る
た
め
に
、
共
同
的
生
産
手
段
で
労
働
し
自
分
た
ち
の
多
く
の
個
人
的
労
働
力

を
自
覚
的
に
一
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
自
由
な
人
々
の
連
合
体
を
考
え
て
み
よ
う
」（
新
書

版
①
一
三
三
ペ
ー
ジ
） 

「
諸
個
人
の
自
己
労
働
に
基
づ
く
分
散
的
な
私
的
所
有
の
資
本
主
義
的
な
私
的
所
有
へ
の
転
化
は
、
も
ち

ろ
ん
、
事
実
上
す
で
に
社
会
的
生
産
経
営
に
も
と
づ
い
て
い
る
資
本
主
義
的
所
有
の
社
会
的
所
有
へ
の
転

化
よ
り
も
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
長
く
か
か
る
、
苦
し
い
、
困
難
な
過
程
で
あ
る
。
ま
え
の
場
合
に
は

少
数
の
横
奪
者
に
よ
る
人
民
大
衆
の
収
奪
が
行
な
わ
れ
た
が
、
あ
と
の
場
合
に
は
人
民
大
衆
に
よ
る
少
数

の
横
奪
者
の
収
奪
が
行
な
わ
れ
る
］（
同
④
一
三
〇
六
～
一
三
〇
七
ペ
ー
ジ
）。 

 

☆
マ
ル
ク
ス
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
」
第
一
草
稿
（
一
八
七
一
年
） 

 
 
 
 

 
 
 

［
文
献
解
説
］
マ
ル
ク
ス
は
、『
資
本
論
』
第
一
部
を
刊
行
し
た
四
年
後
、
フ
ラ
ン
ス
の 

 
 
 
 
 
 
 

労
働
者
階
級
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
闘
争
に
直
面
し
て
（
一
八
七
一
年
）、
資
本
主
義 

 
 
 
 
 
 
 

社
会
か
ら
共
同
社
会
へ
の
移
行
過
程
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
立
ち
入
っ
た
研
究
を
こ 

 
 
 
 
 
 
 

な
い
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
」
の
表
題
で
発
表
し
た
文
章 
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（
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
声
明
文
）
で
は
、
そ
の
結
論
に
つ
い
て
ご
く
部
分
的
に
し
か 

 
 
 
 
 
 

 

言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
草
稿
の
な
か
に
は
詳
細
な
叙
述
が
あ
り
ま
す
。
以
下
は
そ 

 
 
 
 
 
 
 

の
草
稿
の
関
連
部
分
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
は
、
一
続
き
の
文
章
で
す
が
、
説
明
の
都
合
上
、
五
つ
の
部
分
に
区
切
っ
て
番 

 
 
 
 
 
 
 

号
を
つ
け
ま
し
た
。 

 

（
１
）「
労
働
者
階
級
は
、
彼
ら
が
階
級
闘
争
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
」。 

（
２
）
「
労
働
の
奴
隷
制
の
経
済
的
諸
条
件
を
、
自
由
な
結
合
的
労
働
の
諸
条
件
と
お
き
か
え
る
こ
と
は
、

時
間
を
要
す
る
漸
進
的
な
仕
事
で
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
（
そ
の
経
済
的
改
造
）、
そ
の
た
め
に
は
、
分
配

の
変
更
だ
け
で
な
く
、
生
産
の
新
し
い
組
織
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
現
在
の
組
織
さ
れ

た
労
働
と
い
う
形
で
の
生
産
の
社
会
的
諸
形
態
（
現
在
の
工
業
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
）
を
、
奴
隷

制
の
か
せ
か
ら
、
そ
の
現
在
の
階
級
的
性
格
か
ら
救
い
だ
す
（
解
放
す
る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

調
和
の
と
れ
た
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
な
調
整
（
ｃ
ｏ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
、
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
」。 

（
３
）「
こ
の
刷
新
の
仕
事
が
、
既
得
権
益
と
階
級
的
利
己
心
の
諸
抵
抗
に
よ
っ
て
再
三
再
四
押
し
と
ど
め

ら
れ
、
阻
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
」。 

（
４
）「
現
在
の
『
資
本
と
土
地
所
有
の
自
然
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
は
、
新
し
い
諸
条
件
が
発

展
し
て
く
る
長
い
過
程
を
通
じ
て
の
み
、『
自
由
な
結
合
的
労
働
の
社
会
経
済
の
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な

作
用
』
に
よ
っ
て
お
き
か
わ
り
う
る
こ
と
、
そ
れ
は
、『
奴
隷
制
の
経
済
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』

や
『
農
奴
制
の
経
済
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
が
交
替
し
た
場
合
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
ら

は
知
っ
て
い
る
」。 

（
５
）「
し
か
し
同
時
に
彼
ら
は
、
政
治
的
組
織
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
形
態
を
通
じ
て
巨
大
な
進
歩
を
一
挙
に
獲

得
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
ら
自
身
と
人
類
の
た
め
に
そ
の
運
動
を
開
始
す
べ
き
時
が
き
て
い
る
こ
と

も
、
知
っ
て
い
る
」（
全
集
⑰
五
一
七
～
五
一
八
ペ
ー
ジ
）。 

 

☆
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」（
一
八
七
五
年
） 

 
 
 
 
 
 

［
文
献
解
説
］
一
八
七
五
年
、
ド
イ
ツ
の
二
つ
の
労
働
者
党
が
合
同
し
た
と
き
に
、
思
想 

 
 
 
 
 
 
 

的
な
妥
協
を
し
て
間
違
っ
た
路
線
を
と
り
こ
ん
だ
綱
領
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う 

 
 
 
 
 
 
 

事
件
が
起
り
ま
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
現
地
の
幹
部
へ
の
非
公
開
の
手
紙
で
、
そ
の
こ 

 
 
 
 
 
 
 

と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
と
呼
ば
れ
る
文
献
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

そ
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
へ
の 

 
 
 
 
 
 
 

移
行
が
、
短
期
間
に
完
了
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
一
時
代
を
な
す
過
程
で
あ 

 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
以
下
の
文
章
で
す
。 

 

「
資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に
は
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
期
が
あ
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る
。
そ
の
時
期
に
ま
た
政
治
的
な
過
渡
期
が
対
応
す
る
が
、
こ
の
過
渡
期
の
国
家
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
革
命
的
執
権
（
デ
ィ
ク
タ
ト
ゥ
ー
ル
）
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
」（
古
典
選
書
『
ゴ
ー
タ
綱

領
批
判
・
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
批
判
』
四
三
ペ
ー
ジ
）。 

 

Ｃ
．
未
来
社
会
に
お
け
る
人
間
の
発
達 

 

☆
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
三
部
第
七
篇
か
ら 

 
 
 
 
 
 

［
文
献
解
説
］
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
若
い
時
期
か
ら
、
未
来
社
会
の
最
大
の
特 

 
 
 
 
 
 
 

徴
と
し
て
、
社
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
間
が
、
自
分
の
能
力
を
自
由
に
発
達
さ
せ 

 
 
 
 
 
 
 

る
時
間
と
条
件
を
保
障
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
人
間
社
会
の
飛
躍
的
発
展
の
推
進
力
と
な 

 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と
を
力
説
・
強
調
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
点
を
も
っ
と
も
深
く
解
明
し
た
も
の
が
、 

 
 
 
 
 
 
 

『
資
本
論
』
第
三
部
第
七
篇
の
最
初
の
章
「
三
位
一
体
の
定
式
」
の
章
の
次
の
文
章
で 

 
 
 
 
 
 
 

す
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、「
自
由
の
国
」
と
「
必
然
の
国
」
と
い
う
用
語
が
、『
空
想
か 

 
 
 
 
 
 
 

ら
科
学
へ
』
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
使
い
方
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
使
い
方
に
な
っ 

 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
こ
と
は
、
注
意
し
て
読
ん
で
ほ
し
い
点
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
文
章
も
、
原
文
で
は
、
一
続
き
の
文
章
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
け
、
不
破
の
責
任
で
見
出
し
を 

 
 
 
 
 
 
 

つ
け
ま
し
た
。 

  

搾
取
社
会
に
お
け
る
剰
余
労
働
。
「
剰
余
労
働
一
般
は
、
所
与
の
欲
求
の
限
度
を
超
え
る
労
働
と
し
て
、

つ
ね
に
実
存
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
し
か
し
］
剰
余
労
働
は
、
資
本
主
義
制
度
に
お
い
て
は
、
奴

隷
制
な
ど
で
と
同
じ
よ
う
に
、
た
だ
敵
対
的
形
態
を
と
る
ほ
か
な
く
、
社
会
の
一
部
分
の
ま
っ
た
く
の
無

為
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
。
一
定
分
量
の
剰
余
労
働
は
、
不
慮
の
出
来
事
に
た
い
す
る
保
険
の
た
め
に
必

要
で
あ
り
、
諸
欲
求
の
発
達
と
人
口
の
増
加
と
に
照
応
す
る
、
再
生
産
過
程
の
必
然
的
な
累
進
的
な
拡
張

―
―
こ
の
拡
張
は
資
本
主
義
的
立
場
か
ら
は
蓄
積
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
―
―
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
」（『
資
本
論
』
⑬
一
四
三
三
ペ
ー
ジ
）。 

 

資
本
主
義
段
階
は
社
会
の
い
っ
そ
う
高
度
な
段
階
を
準
備
す
る
。
「
資
本
が
こ
の
剰
余
労
働
を
、
奴
隷

制
・
農
奴
制
な
ど
の
以
前
の
諸
形
態
の
も
と
で
よ
り
も
、
生
産
諸
力
の
発
展
に
と
っ
て
、
社
会
的
諸
関
係

の
発
展
に
と
っ
て
、
ま
た
よ
り
高
度
の
新
た
な
社
会
形
態
［
未
来
社
会
―
―
不
破
］
の
た
め
の
諸
要
素
の

創
造
に
と
っ
て
、
い
っ
そ
う
有
利
な
様
式
と
諸
条
件
と
の
も
と
で
強
制
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
の
文

明
化
的
側
面
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
資
本
は
、
一
方
で
は
、
社
会
の
一
部
分
に
よ
る
、
他
の
部
分
を

犠
牲
に
し
て
の
、
強
制
と
社
会
的
発
展
（
そ
の
物
質
的
お
よ
び
知
的
諸
利
益
を
含
む
）
の
独
占
化
と
が
見

ら
れ
な
く
な
る
一
段
階
［
未
来
社
会
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
段
階
―
―
不
破
］
を
引
き
寄
せ
る
。
他

方
で
は
、
こ
の
段
階
［
資
本
主
義
段
階
―
―
不
破
］
は
、
社
会
の
い
っ
そ
う
高
度
な
一
形
態
に
お
い
て
、

こ
の
剰
余
労
働
を
物
質
的
労
働
一
般
に
あ
て
ら
れ
る
時
間
の
い
っ
そ
う
大
き
な
制
限
と
結
び
つ
け
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
諸
関
係
の
た
め
の
、
物
質
的
諸
手
段
、
お
よ
び
そ
の
萌
芽
を
つ
く
り
だ
す
。
と
い
う
の
は
、
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剰
余
労
働
は
、
労
働
の
生
産
力
の
発
展
し
だ
い
で
、
総
労
働
日
が
小
さ
く
て
も
大
で
あ
り
う
る
し
、
総
労

働
日
が
大
き
く
て
も
相
対
的
に
小
で
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
社
会
の
現
実
的
富
と
、
社
会
の
再
生

産
過
程
の
恒
常
的
な
拡
大
の
可
能
性
と
は
、
剰
余
労
働
の
長
さ
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
剰
余
労
働
の

生
産
性
、
お
よ
び
剰
余
労
働
が
行
な
わ
れ
る
生
産
諸
条
件
の
多
産
性
の
大
小
に
依
存
す
る
」（
同
前
一
四
三

三
～
一
四
三
四
ペ
ー
ジ
）。 

 

未
来
社
会
。
自
由
の
国
と
必
然
の
国
。「
自
由
の
国
は
、
事
実
、
窮
迫
と
外
的
な
目
的
へ
の
適
合
性
と
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
労
働
が
存
在
し
な
く
な
る
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
て
始
ま
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、

当
然
に
、
本
来
の
物
質
的
生
産
の
領
域
の
彼
岸
に
あ
る
。
野
蛮
人
が
、
自
分
の
諸
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
、

自
分
の
生
活
を
維
持
し
再
生
産
す
る
た
め
に
、
自
然
と
格
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
明
人
も

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
す
べ
て
の
社
会
諸
形
態
に
お
い
て
、
あ
り
う
べ
き
す
べ
て
の
生
産
様

式
の
も
と
で
、
彼
［
人
］
は
、
そ
う
し
た
格
闘
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
発
達
と
と
も
に
、
諸
欲

求
が
拡
大
す
る
た
め
、
自
然
的
必
然
性
の
こ
の
国
が
拡
大
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
諸
欲
求
を
満
た

す
生
産
諸
力
も
拡
大
す
る
。
こ
の
領
域
に
お
け
る
自
由
は
、
た
だ
、
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
し
た
生

産
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
に
よ
っ
て
―
―
盲
目
的
な
支
配
力
と
し
て
の
そ
れ
に
よ

っ
て
―
―
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
自
然
と
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
、
自
分
た
ち
の
共

同
の
管
理
の
も
と
に
お
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
最
小
の
力
の
支
出
で
、
み
ず
か
ら
の
人
間
性
に
も
っ
と
も

ふ
さ
わ
し
い
、
も
っ
と
も
適
合
し
た
諸
条
件
の
も
と
で
こ
の
物
質
代
謝
を
行
な
う
こ
と
、
こ
の
点
に
だ
け

あ
り
う
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
れ
は
ま
だ
依
然
と
し
て
必
然
性
の
国
で
あ
る
」（
同
前
一
四
三
四
～
一

四
三
五
ペ
ー
ジ
）。 

 

真
の
自
由
の
国
。
労
働
日
の
短
縮
が
根
本
条
件
。「
こ
の
国
［
必
然
の
国
、
す
な
わ
ち
物
資
的
生
産
―
―

不
破
］
の
彼
岸
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
人
間
の
力
の
発
達
が
、
真
の
自
由
の
国

が
―
―
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
、
自
己
の
基
礎
と
し
て
の
右
の
必
然
性
の
国
の
上
に
の
み
開
花
し
う

る
の
で
あ
る
が
―
―
始
ま
る
。
労
働
日
の
短
縮
が
根
本
条
件
で
あ
る
」（
同
前
一
四
三
五
ペ
ー
ジ
）。 

  


